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次世代 X 線観測衛星が要求する大口径 ·高結像性能の X 線望遠鏡を実現するため、我々は炭素繊維強化プラス
チック (CFRP) を基板に用いたX線ミラーの開発を行っている。CFRP は成形に自由度があり比強度がアルミ
の 7 倍程度高くまた熱膨張係数も小さいため、高精度の成形に適した素材である。これまでの多重薄板型望遠鏡
のミラーにはアルミ基板が用いられてきたが、これを二段一体 Walter-I 型 CFRP 基板に置き換えることによっ
て大有効面積を保ちつつ結像性能の向上が期待できる。また CFRP は金属やガラスに比べて軽量のため望遠鏡の
大型化という観点からも有望な素材である。CFRP の基板への応用に関して、先行研究では表面への炭素繊維の
表出 (プリントスルー)による反射面形状の悪化が問題となっていたが、我々は基板成形やフォイルレプリカ時の
硬化温度のコントロールによってプリントスルーを低減させることに成功した。
現在は ASTRO-H/HXT の設計をベースとして φ130, 200, 300 mm の CFRP 基板を製作している。基板の形

状誤差は母線方向で RMS ∼ 4 µm の歩留まりを達成しており、さらなる性能追求のため積層構成や母材の最適
化を進めている (本年会 吉岡講演)。また吸湿の影響を低減するための金属蒸着もテストしており、吸湿試験や経
年変化のモニタを進めている。6 月には ISAS 30 m ビームラインにおいてレプリカミラーの性能評価を行った
(本年会 岩瀬講演)。
本講演では CFRP を用いたミラーフォイルの開発状況と各種試験の結果を報告する。


